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リソグラフィを利用したマイクロ医用システムの開発

●研究概要

半導体デバイスの微細加工技術から派生した、ソフト
リソグラフィ技術を活用して、様々な形状・機能を持った

マイクロデバイスを研究・開発しています。現在は生殖医
療分野への応用・ドラッグデリバリーシステムの開発を目
指して各分野の専門家と共同研究を行っています。
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受精卵個別培養用システムの開発
当研究室では微小流路デバイスの材料としてよく用いられるPDMS(ポ

リジメチルシロキサン)を、減圧環境下で固化させることでそのガス透過

性を任意に制御する技術を開発しました。

この技術を用いて、単一胚での発生は難しいとされてきたウシ胚の培

養を可能にする技術として知られているWOW法の問題点を解消したマ

イクロウェルの開発に取り組んでいます。（図１、図２参照）

また、培養中の胚の発育の様子を培養器内でタイムラプス撮影する

システム(図３)も構築し、多面的に受精卵培養技術の向上を目指して

います。 大阪産業技術研究所、和歌山県畜産試験所、(株)セルミック

などと共同研究を行っています。

（論文4，学会発表36，特許2）

移動マスク露光装置の開発
従来、単一フォトマスクを用いて3次元形状を創成する手法としてはグ

レースケールリソグラフィなどが考案されていますが、一般的ではなく、

広く普及しているとはいえません。

当研究室では移動マスク露光法を厚膜フォトレジストのUV露光に応用

することで、通常のフォトマスクを用い、比較的安価な装置構成（図4）で、

フォトレジストの3次元形状の創成に成功しました。現在は、この装置を

活用して様々な微小構造とくに経皮ドラッグデリバリーデバイスとして脚

光を浴びているマイクロニードル(図5参照)の作成に取り組んでいます。

（論文3,学会発表15,著書1）
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図１ ガラスボトム

ディッシュに接着し
たマイクロウェルプ
レート

図２マイクロウェルプレート
の拡大図（直径300mm,深さ
200mm）

図４移動マスク
露光装置

図５マイクロニードル
(通常の注射針との比較)

図３ 受精卵連続
監視装置


